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本年度の努力点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会の一員として豊かに生きて行くために、実態に応じて 

○人権尊重を教育の基盤とし、生徒と教師の信頼関係や生徒相互の豊かな人間関係を築く。 
○的確な実態把握を行い、個々の教育的なニーズに応じた適切な指導及び必要な支援を行う。 
○学校内、家庭、地域、外部機関との連携を密にし、指導及び支援の充実を図る。 
○地域・社会とつながり、地域・社会へ発信することにより、生徒の様々な表現力、自主性、

自己肯定感を構築する。 

○自ら考え、物事に主体的に取り組み、目標に向かって努力する生徒を育む。                    
【思考力】【主体性】 

○卒業後の生活をイメージし、実社会で通用する基本行動を確立する。 
【基本的生活習慣】【ルールやマナーの確立】    

○周囲の人と共に活動することを通し、コミュニケーション能力や表現力の向上を図る。 
   【表現活動の充実】【自己肯定感】 

○生徒の心身の健康や体力の増進を図り、健康で明るい生活を送る力を育てる。 
【体力の向上】【運動の習慣化】 

○社会生活を送るために必要な知識や技能を身につけ、働く意欲や将来への希望を持つ生徒を

育てる。                           【働く意欲】【責任感】  

 

○高等部一人一台端末に向け、ICT を活用した学習活動の充実を図る。 

〇1 年時から生徒や保護者と共に卒後の生活をイメージし、見通しを持って進路指導をすすめる。 

〇社会の中で、主体的に暮らしていこうとする態度を育てる。 
〇生活自立、職業自立を確立する。 
〇集団の中で仲間と関わりながら生き生きと活動する実践的な態度を育てる。 
〇目標に向かって挑戦し、最後まであきらめずにやりぬく力を育てる。 

一人一人の能力を最大限に伸ばし、自立と社会参加に向け

て、より豊かに生きる児童生徒を育成する。 

○学ぶ意欲と自己肯定感を高める教育活動の展開 

○表現力及び体力の向上 

○安全で安心な学校づくり 

○家庭・地域と連携強化 

○お互い認め合い、高め合う教職員集団の実現 

○業務改善の推進と組織の活性化 

 

  明るく 仲良く たくましく 


